
■コンポーネントスペック

※参考：ヒューレットパッカード社 ProCurve Switch 2910al-24G

コンポーネント

アクセスノード

コアノード

スイッチ※

56W（平均）

68W（平均）

49W（待機時）

45（H）×200（W）×350（D）mm

45（H）×440（W）×350（D）mm

44（H）×442（W）×365.8（D）mm

約3kg

約7kg

4.95kg

消費電力 サ イ ズ 重 量

アクセスノード コアノード

ク ラ ウ ド ス ト レ ー ジ ソ リ ュ ー シ ョ ン

アイエヌキューブ事業部
〒102-0072
東京都千代田区飯田橋１丁目５番１０号  教販九段ビル 6階
Email : exaspace@iukinc.co.jp
TEL 03-3222-5444  FAX 03-3222-5446
URL : http://www.iukinc.co.jp

※本資料は、著作権法により保護されています。  ※株式会社アイ・ユー・ケイによる事前の許可なく、本資料のいかなる部分も無断転写、複製、複写、他社への公開を禁じます。 ※本資料に記載されている会社名商品名は、各社の商標または登録商標です。

お問い合わせ

管理画面

静止画・動画配信システム、など

管理画面

ウェブサーバークラスタ

利用例
1.ダウンロード (ファイル、パッチ)
2.静止画・動画配信サービス
3.オンラインストレージ etc

全サーバーから共通アクセスが可能な
大容量ストレージとして利用
高速, 高性能なデータ配信を実現

up to 40Gbps / Lack

活用例 1

活用例 2

クラウド・ストレージ



ク ラ ウ ド ス ト レ ー ジ ソ リ ュ ー シ ョ ン

オートリカバリ機能

リバーシブルエアフロー

※ノード間を接続する、ネットワークスイッチは1Uになります。

■分散コンピューティング型クラウド

ネットワーク上にあるコンピュータリソースを必要なだけ利用し、プラットフォームや
インフラ、アプリケーションとしてユーザへ提供

タイプFとタイプFを組み合わせた使用例

タイプFとタイプBを組み合わせた使用例

ストレージへ保存されるブロックは、

設定された多重度に従い分散配置が

行われます。

アクセスの多いファイル・データに

対して、多重度の設定を多く持つ

ことで、アクセスサーバーからの負荷

分散を行うことができます。

分散レプリケーション
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障害発生!障害発生!
他のノードへ
新たにレプリケーションし
冗長性を保ちます。A B C D E F
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Exa Space

ユーザー数が拡大した場合も
アクセスノードを増やすことで
スループットを向上

コアノードを追加することで簡単に容量をスケールアウト

ストレージ全体の空き容量

ハードスペック 現在のリソース ラックの搭載位置サーバーのネットワーク設定

サーバーの状態

分散コンピューティングをベースとした並列処理による高性能

アクセスを実現しています。

40Gbps/Rackのスループットを実現し、アクセス頻度に応じて

動的にアクセス処理を最適化する機能を搭載しています。

耐障害性に優れた分散ファイル配置システムと、障害時のオート

レプリケーション機能によりデータの冗長性を保ちます。

容量・アクセス性能ともに柔軟で

容易なスケールアウトが可能。

コンポーネントを追加するだけで、

簡単にスケールアウトすることが

できます。

コアノードの障害時には、オート

リカバリ機能によって自動に多重

度を保つようになっています。

また、故障したコアノードは、単純に

機器を新品の物に入れ替えるだけで

特別なオペレーションを必要とせず

復旧することができます。

コアノードは、フルレングス1Uサーバーの約1/2、アクセス

ノードは約1/4のコンパクト設計で大幅な省スペース・省電

力化を実現しています。1Uのスペースにコアのノード2台、

アクセスノード4台設置可能ですので、データセンターの

ラックを効率的に使用することができます。

前面吸気背面排気のスタンダードのタイプFと背面吸気前面

排気のタイプBを組み合わせることで、お客様の冷却方式に

合わせたエアフローシステムを作り出します。

性 能

信頼性

拡張性
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